薩摩川内市家庭用飲用井戸等整備支援事業補助金交付要領
（目的）

第１条　この要領は、未給水区域において安全で安心な飲用水等（飲用、炊事用、入浴用、洗濯用その他の日常生活に要する水をいう。）の安定的な確保を図るため、ボーリング工事（附帯する設備等を含む。）を行い、家庭用飲用井戸を整備する者に対し、補助金を交付することにより、公衆衛生及び生活環境の向上を図ることを目的とする。
（補助対象地域及び施設）

第２条　補助対象とする未給水区域は、薩摩川内市の上水道及び簡易水道の水道整備計画給水区域の区域外とする。ただし、給水区域内の水道未整備区域においては、配水管の布設が著しく困難と認められる地域であって、緊急に飲用水を確保する必要があると市長が認める場合にあっては補助対象地域とすることができる。

２　補助対象とする施設は、補助対象地域において、主たる自己の居住の用に供する住宅であって、次の各号のいずれにも該当しないものであること。
⑴　別荘などの一時的な居住の用に供する住宅

　⑵　事務所、店舗その他これらに類する事業用建物（住宅併用の場合は居住用とみなす。）
⑶　賃貸住宅

（補助対象者）

第３条　補助対象となる者は、補助対象地域に居住し、又は居住しようとする者のうち、単独又は共同利用により家庭用飲用井戸を新設しようとする者であって、次の各号のいずれにも該当しないものとする。
1 　過去において、この要領によるもののほか、公共事業等に伴う補償又は他の補助を
受けた者
⑵　他人の土地に設置する場合において、当該土地の所有者の承諾が得られない者
⑶　市税等を滞納している者
⑷　その他市長が補助金を交付することが適当でないと認める者（暴力団員等）
２　前項第１号の規定にかかわらず、不測の事態により既設の井戸等が枯渇、汚染又は破損したことにより、飲用水等の確保が著しく困難となった者は、補助対象とすることができる。

（補助対象経費）

第４条　補助対象経費（消費税及び地方消費税を除く。）は、次の各号に掲げるものとし、第１号は必須対象経費とする。
⑴　ボーリング工事費（附帯設備費を含む。）　
⑵　ポンプ設置工事費
⑶　給水管工事費（屋内配管は除く。）
（補助金の額）

第５条　補助金の額は、補助対象経費の３分の１以内とし、３０万円を限度とする。ただし、補助対象経費が１０万円に満たない場合については補助金の交付は行わないものとする。
２　共同利用の施設にあっても、前項の規定によるものとする。

３　第１項の規定により算定した補助金の額に千円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。
４　市長は、毎年度予算の範囲内において補助金を交付するものとする。

（補助金の交付申請）
第６条　補助金の交付を受けようとする者は、薩摩川内市家庭用飲用井戸等整備支援事業補助金交付申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添付の上、工事に着手する前に、市長に提出し、申請しなければならない。
⑴　事業予定場所の位置図
⑵　代表者選任届兼誓約書及び共同利用者名簿（様式第２号、共同利用の場合）
⑶　土地使用承諾書（様式第３号）（共同利用の場合又は他人の土地に設置する場合）
⑷　設計図面（平面図）
⑸　工事費の内訳が明記されている見積書の写し
⑹　市税等の滞納がない証明書
⑺　前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類
２　前項の規定にかかわらず、同項第６号に掲げる書類は、市が保有する情報により調査することについて申請者が同意する場合は、省略することができる。

（補助金の交付の決定）

第７条　市長は、前条の申請があったときは、その書類等を審査し、補助金を交付することが適当であると認めたときは、速やかに交付の決定をする。
（補助金決定の通知）
第８条　市長は、補助金の交付の決定をしたときは、薩摩川内市家庭用飲用井戸等整備支援事業補助金交付決定通知書（様式第４号）により、補助しないことを決定したときは薩摩川内市家庭用飲用井戸等整備支援事業補助金不交付決定通知書（様式第５号）により、第６条の申請をした者（以下「申請者」という。）に通知するものとする。

（事業の着手）

第９条　申請者は、前条の交付の決定の通知を受けた後、事業に着手するものとする。

２　前項の規定にかかわらず、申請者は、やむを得ない理由がある場合は、薩摩川内市家庭用飲用井戸等整備支援事業補助金事前着手申請書（様式第６号）を市長に提出し、承認を受けなければならない。
３　市長は、前項の規定による申請があったときは、速やかにこれを審査し、承認の可否を決定し、薩摩川内市家庭用井戸飲用井戸等整備支援事業補助金事前着手承認・不承認通知書（様式第７号）により、申請者に通知するものとする。
（計画の変更等の承認届出）

第１０条　第８条の規定により交付の決定の通知を受けた者（以下「補助事業者」という。）は、補助金交付申請内容を変更し、又は中止する場合は、速やかに薩摩川内市家庭用飲用井戸等整備支援事業補助金計画変更（中止）承認申請書（様式第８号）を市長に提出し、承認を受けなければならない。
２　市長は、前項の規定による申請があったときは、速やかにこれを審査し、承認の可否を決定し、薩摩川内市家庭用飲用井戸等整備支援事業補助金計画変更（中止）承認・不承認通知書（様式第９号）により、申請者に通知するものとする。

（実績報告書）

第１１条　補助事業者は、当該事業を完了した日から起算して３０日を経過する日又は交付決定を受けた日の属する年度の３月末日のいずれか早い日までに、薩摩川内市家庭用飲用井戸等整備支援事業補助金実績報告書（様式第１０号）に次に掲げる書類を添付して、市長に提出しなければならない。
⑴　工事請負契約書の写し
⑵　補助事業に係る請求書（経費の内訳記載のもの）及び領収書の写し
⑶　水質検査項目の結果を備えた写し（水質基準に関する省令「平成１５年厚生労働省
　令第１０１号」の表に掲げる全項目）
⑷　工事写真（着工前、工事中、完成）
⑸　竣工図面（平面図）
⑹　柱状図（ボーリング工事分）
⑺　前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類
２　市長は、前項第３号において、水質検査の基準を満たさない項目があっても、補助金の交付を妨げるものではない。
（補助金交付額の確定）

第１２条　市長は、前条の実績報告書の提出があったときは、速やかにこれを審査し、適正と認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、薩摩川内市家庭用飲用井戸等整備支援事業補助金交付額確定通知書（様式第１１号）により補助事業者に通知するものとする。
（補助金の請求及び交付）

第１３条　補助事業者は、前条の規定による通知を受けたときは、市長に薩摩川内市家庭用飲用井戸等整備支援事業補助金交付請求書（様式第１２号）を提出するものとし、市長はこれに基づき補助金を交付するものとする。

（調査又は報告）

第１４条　市長は、補助事業者に対し、補助事業を適正に執行するため必要な調査又は報告を求めることができる。

（補助金交付の取消し）

第１５条　市長は、補助金の交付を受けた者が次の各号のいずれかに該当すると認めた場合には、補助金の交付決定の全部又は一部を取り消すことができる。
⑴　偽りその他不正な手段により補助金を受けたとき
⑵　補助金交付の条件に違反したとき
⑶　補助金を他の用途に使用したとき
（補助金の返還）

第１６条　市長は、前条の規定により補助金の交付決定を取り消した場合は、当該取消しに係る部分に関し、既に補助金が交付されているときは、期限を定めてその返還を命ずることができる。
（家庭用飲用井戸の維持管理）
第１７条　補助事業者は、補助事業により整備した家庭用飲用井戸等について、衛生の確保のため、適正に管理するとともに、定期的な水質検査を行わなければならない。
　（効果の測定）
第１８条　薩摩川内市家庭用飲用井戸等整備支援事業補助金の効果は、次の各号に掲げる指標を用いて測定するものとする。
　⑴　家庭用飲用水等の井戸として使用
　⑵　水質基準が定められている項目の水質検査

（その他）

第１９条　この要領に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

附　則

この要領は、平成３０年４月１日から施行する。
　附　則

この要領は、平成３１年４月１日から施行する。（第18条追加）
　附　則
この要領は、令和２年４月１日から施行する。（第11条変更）
附　則
この要領は、令和６年４月１日から施行する。（第６、11条変更）
